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■開催概要

日付 2025年10月28日（水） / 10月29日（木） ※選択可能

場所 馬籠宿「まごめや」

内容 11：00～13：00｜研究発表会（有料：参加費5,000円）
 ・研究発表会（50分程）

・昼食会（50分程） ※「まごめや」特別メニュー

    13：00～16：40｜東山道見学会（無料：NPO馬籠村提供プログラム）
★本プログラム参加者のみ参加可能（参加は任意です）

  ・山畑遺跡見学（現地解説：菅原明子氏）

     ・東山道ルート車窓見学（マイクロバスで移動）

・神坂峠現地見学（自由見学）

※時間は前後する可能性があります。

※荒天その他の事情で中止となる場合があります。

■発表者プロフィール

菅原 明子氏 |

■主催
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大学卒業後陶芸の道に進む。
コロナ禍に、地元の郷土史家とともに静かな山道を歩く中で、
山畑遺跡と出会う。
今回は郷土史家の方の東山道の研究も踏まえつつ、天文
考古学の観点を取り入れて、古代の人々の世界観や祭祀の
意義、自然との関わりなどを通してその価値を考察します。

中津川市文化遺産活用実行委員会

この事業は令和7年度文化庁文化芸術振興費補助金を活用して実施しています。
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